






























vascular compression syndrome あ る い は hyper-



























～ 10.8 人/10 万人，女性：5.0 ～ 20.2 人/10 万人程
度で片側顔面痙攣同様に女性に多い．痛みの部位は
三叉神経の第 2，3 枝領域に多く，第 2 枝領域が















　MRI 出現以前は頭部 CT に加え脳血管撮影も施
行されていたが，現在では頭部 MRI で診断できる． 
特にthin sliceのConstructive interference in steady- 





近当院では amira というマックスネット社の 3D 画
像処理ソフトウエアを用いて頭部 CT，MRI ならび










図 1　片側顔面痙攣の MRI 画像（CISS）













































　Microvascular compression syndrome という概









現在に近い顕微鏡下で Jannetta が始めたのは 1969
年である9）．彼らは所謂 root entry/exit zone（REZ）
という概念を示し，神経が脳幹から離れるあたりの
central myelin-peripheral myelin 移行部の病理所見
















　2） われわれの手術法：lateral basal approach with 
supine no retractor method
　 片 側 顔 面 痙 攣・ 三 叉 神 経 痛 の 根 治 術 と し て








は facial nerve tract 全 長 を 術 中 に チ ェ ッ ク し，
oﬀending vessel と思われる血管を減圧しなければ
ならないということになる3）．しかし通常の手術法











も確実に facial nerve tract 全長の MVD を行うた
めに，lateral basal approach を創出した．本法で
は，開頭部位の工夫と，仰臥位をとることによる小






対側にできるだけ頭部を回旋させ（50 ～ 60 度），
馬蹄形の head-rest に頭を置く．片側顔面痙攣の場
合は，なるべく後頭蓋窩の側方かつ底部からアプ

















SPM の caudal margin に続く deep cervical fascia






始部の just medial に穿頭し，側方は S 状静脈洞の
一部が露出するまで可能な限り外側へ骨削除をひろ
げ，下方は頸静脈突起に達するまで骨削除を追加し
2.5 cm×1.5 cm 程度の長方形の骨窓とする．片側顔
面痙攣の場合は特に開頭部位が重要で可能な限り外
側 底 面 に 骨 窓 を 置 く こ と が 本 法 lateral basal 
approach のポイントとなる．三叉神経痛の場合は

































脈（PICA）， を 総 合 し た 血 管 ル ー プ の 形 を
remodeling し圧のベクトルを変える transformation














8 月～ 2014 年 4 月末までで片側顔面痙攣 100 例，
三叉神経痛 8 例である．三叉神経痛は症例数が少な
いので片側顔面痙攣について以下にまとめると，男
性 24 例，女性 76 例．年齢は 34 歳～ 81 歳，平均
58.9 歳．患側は右 41 例，左 59 例であった．術後痙
攣が消失あるいは軽減した例は 94 例（94 ％），不
変は 6 例（6 ％）である．合併症は遅発性顔面神経
麻痺が 6 例（6 ％）みられたがいずれも一過性でそ
の後完全治癒している．その他，創感染が 2 例























（1.2 ～ 23.5 年）が可能であった患者への術後満足
度アンケート調査で良好な結果を得ている5）．片側
顔面痙攣の術後では有効回答者数 89 例のうち，実
に 62 例（70 ％）で，三叉神経痛では有効回答者 16
例のうち 10 例（63 ％）で満足度 100 ％という評価
をいただいている．
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